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公民館利用時の感染症対策チェックシート

チェック項目

　利用者の入館の際に手指消毒を促すようにし、密集して入館しないように
誘導する。

　利用者が密集しないよう人と人の間を離すなどの対策を講じ、できるだけ
それぞれの距離が２メートルあけられるよう図る。

　施設内において、窓開放ができない種目については、３０分ごとに５分～
１０分程度、２方向の窓を同時にあけて換気する。

　備品の貸し出し品については、できるだけ供用を避けて利用する。

　後日感染者の施設利用の参加が判明した場合に備えて、後で利用者に連絡
が取れるように利用団体において、氏名・電話番号などの把握策を講じるよ
うにする。

　施設利用後、１４日以内に利用者の中から感染者が発生した場合は、公民
館またはさくら市新型コロナウイルス感染症対策本部事務局に連絡を入れる
こと。

　施設利用者として、上記の内容を遵守して施設を使用します。

（利用日時） 令和　年   月    日

（利用施設）　　

（団体名）

（代表者）

※１：チェック欄には〇か×を記入してください。

※２：チェック欄全てが〇の場合は施設利用可能です。

利
用
内
容

　利用内容は、感染リスクを高める３密（①換気が悪い密閉空間、②人が密
集する場所、③近距離で会話や発声が行われる密接場所）を構成するもので
はない。

利
用
前
の
条
件

　利用責任者は、利用者への事前の案内として、①～④のいずれかに該当す
る人は、利用を控えてもらうよう呼びかける。
　また、利用者にはマスクを着用するよう呼びかける。
①基礎疾患のある人など、感染すると重症化する恐れが高い人。
②利用の当日に風邪の症状がある人。
③過去２週間以内に発熱や風邪の症状で受診や服薬等をした人。
④過去２週間以内に海外から帰国（入国）した人。

　利用団体の構成員の体調チェックを行い、発熱や風邪の症状がないことを
確認するとともに、該当者がいた場合は参加不可とする。

　利用責任者は、利用者への当日の案内として、①～④のいずれかに該当す
る人は参加を控えてもらう。
　また、利用者にはマスクを着用及び「咳エチケット」を守るようアナウン
スをする。
①基礎疾患のある人など、感染すると重症化する恐れが高い人。
②利用の当日に風邪の症状がある人。
③過去２週間以内に発熱や風邪の症状で受診や服薬等をした人。
④過去２週間以内に海外から帰国（入国）した人。

施
設
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用
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※３：ここでいう基礎疾患とは、糖尿病、心不全、慢性気管支炎、肺気腫、透析、免疫抑制剤や抗がん剤を用いている人です。


